
昨年度の評価及び改善提案 
平成30年度の施策実施状況 

(評価期間：平成29年10月～平成30年９月) 

平成30年10月17日 

湖西市市民協働課 

資料1-２ 



１.評価期間と年度の説明 

評価期間と年度の関係について 

評価期間について 

• 毎年の評価の対象期間は、前年
10月1日～当該年度の9月30日
としています。 

• 今年度(H30年度)の評価の対象
期間は、平成29年10月1日～平
成30年9月30日としています。 

年度の説明について 

• 通常の年度の考え方としては、
当該年度の4月1日～翌年度の3

月31日となりますが、評価改善
委員会における年度については
評価期間に合わせて年度を設定
しております。 
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H28.10月 H29.10月 H30.10月 H31.10月

H29年度 H30年度 H31年度

H27.10月

H28年度



事業名：公共交通軸 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 

①東海道本線 

・現行サービス水準での運行【継続】 
(H29～H33実施) 

‐ サービス水準を維持して運行を継続している。 現行サービス水準での運行を継続する。 

②天竜浜名湖線 

・現行サービス水準での運行【継続】 
(H29～H33実施) 

‐ サービス水準を維持して運行を継続している。 現行サービス水準での運行を継続する。 

③浜名線 

・現行サービス水準での運行【継続】 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
事業者が効率化を行い運行を継続している。 

(詳細は別紙のとおり) 
現行サービス水準での運行を継続する。 

④県境を越える新設路線 

・新設路線の検討 

(H29～H33検討) 

Ｂ 
近隣市町との情報交換を実施した。路線再編に
併せて検討を行う。 

豊橋市、交通事業者との情報交換を積極的に行う。路線再
編に併せた検討を行う。 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス 

事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 
①コーちゃんバス 
・現行サービス水準での運行【継続】 
(H29～H31.９実施) 

Ｂ 
サービス水準を維持して運行を継続している。 
(各路線については別紙のとおり) 

①平成31年度に向けた路線再編の検討を行う。 
②路線維持の基準を検討し、基準を満たさない場合について
は、改善策や効率的運行にむけた取組みを行う。 

・路線の再編 
(H29～H31.9検討) 
(H31.10～実施) 

Ｂ 
デマンド型交通なども踏まえて路線の再編を検討
している。 

・運賃体系の見直し 
(H29～H31.9検討) 
(H31.10～実施) 

Ｂ 整合性のとれた運賃体系を検討している。 



事業名：拠点内巡回・拠点アクセス（前ページの続き） 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 

②自主運行バス浜名線 
・現行サービス水準での運行【継続】 
(H29実施、H30～H31検討) 

Ｂ サービス水準を維持して運行を継続している。 
平成30年度から、入出新所鷲津線として、コーちゃんバスの
運行形態に統一して運行を継続する。 

・路線の再編 
(H29～H31.9検討) 
(H31.10～実施) 

Ｂ 平成30年度から、コーちゃんバスへ移行する。 
JRやコーちゃんバスの他路線との乗り継ぎに配慮したダイヤ
を検討する。 

・運賃体系の見直し 
(H29検討)(H30～実施) 

Ｂ 平成30年度からゾーン制運賃に統一する。 
平成30年度から、入出新所鷲津線として、コーちゃんバスの
運賃体系に統一して運行を継続する。 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 

事業名：地域フィーダー 

事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 

①導入検討路線 
・導入に向けた検討 
(H29～H31.9検討) 

Ｂ 
一部の地域において導入に向けた検討を実施し
ている。 

①地域フィーダー導入に向けた地域の意向を確認する。(形
成計画記載の湖西北部地域) 

②白須賀地区は実証実験結果を評価し、本格運行に向けた
地域の意向を確認する。 

・実証実験 
(H29.12～H30.9実施) 

Ｂ 平成30年３月から実施する。 

・本格運行 
(地域との合意を得る) 
(H29.9～H33検討) 

Ｂ 実証実験と併せて本格運行に向けた検討を行う。 



事業名：タクシー 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 
①タクシー 
・公共交通としての機能・役割に応じた
適正なサービスの提供 
（H29～H33実施） 

Ｂ サービス水準を維持して運行を継続している。 
①サービス水準を維持して運行を継続する。 
②タクシー事業者とより一層の情報交換を実施し、連携を強
化する。 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 

事業名：乗継環境の整備 

事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 

①乗継拠点や主要なバス停の乗継環
境整備 
・拠点駅や主要なバス停での乗継利便
性の向上 
(H29検討) 
(H30～H33実施) 

Ｂ 
車内やイベントにおいて乗継案内チラシを作成し
情報提供している。 

①乗継案内チラシなど継続した情報提供を行う。 
②高齢者などに配慮した乗継時間(ダイヤ)の設定や、環境整
備を行う。 



事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 
①公共交通利用に係る積極的な情報
提供 
・バス停(コーちゃんバス)の案内表示
の多言語化の実施) 
(H29検討) 
(H30～H33実施) 

Ｂ 
平成30年度以降の実施に向けて検討し、平成30
年度は、拠点駅のローマ字表記など、一部事業
を実施する。 

拠点駅(新所原駅、鷲津駅、新居町駅)においてわかりやすく、
多言語での案内表示や、ローマ字による振り仮名を検討・実
施する。検討に当たっては、運転手からの聞き取り等により、
外国人の利用状況を把握する。 

・公共交通マップの企画・作成・見直し 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
平成29年度計画推進事業において実施を予定し
ている。平成30年３月予定。 

路線再編などの時期を踏まえて、公共交通マップを企画・作
成・見直しを行う。 

・バス利用啓発ポスターの企画・作成・
見直し 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
平成29年度は、片道定期券の利用促進のための、
ポスター、チラシ等による啓発を予定している。 

作成する時期において、“簡潔でみやすいこと”や“説明が丁
寧で理解しやすいこと”等のバランスを踏まえて作成する。 

②分かりやすい運行情報・乗継情報の
提供 
・公共交通マップへのわかりやすい乗
継情報の掲載等 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
平成29年度計画推進事業において総合交通マッ
プの作成を予定している。 

路線再編などの時期を踏まえて、公共交通マップを企画・作
成・見直しを行う。 

・拠点駅におけるバス乗り場の案内表
示の設置 
(H29検討)(H30～H33実施) 

Ｂ 平成30年度以降の実施に向けて検討している。 実施に向けた検討を行う。 

・主要施設や主要バス停でのバスロ
ケーションシステムの検討 
(H29～H31検討) 
(H32～H33実施) 

Ｂ 平成32年以降の実施に向けて検討している。 実施に向けた検討を行う。 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 



事業名：公共交通の利用を誘導する事業 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 
①公共交通の割引運賃の導入 
・バスの一日乗放題券等の企画乗車
券の導入 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
平成29年度計画推進事業で片道定期券の発行
を予定している。第３回公共交通会議後に発行予
定。 

片道定期券を平成29年度に実施し、継続して利便性を向上
させる。 

・天竜浜名湖線の小学校入学祝い記
念乗車券、敬老記念乗車券の発行【継
続】 
(H29～H33実施) 

Ｂ 天竜浜名湖線の運賃助成を継続している。 対象者に比べて利用率が少ない事業について検証を行う。 

②モビリティマネジメントの実施 
・小学生や高齢者を対象とした乗り方
教室の開催【継続】 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
小学生を対象として総合学習の機会に乗り方教
室を開催した。 

今年度実施した、総合学習の機会に合わせた乗り方教室等
を継続して行う。 

・公共交通利用促進のための動機付
け資料の作成 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
平成29年度計画推進事業において簡易ＴＦＰの
実施を予定している。 
平成29年12月に実施中。 

平成29年度は、入出地区において簡易ＴＦＰを実施し、平成
30年以降は公共交通に利用転換を促すチラシなどを作成し、
各種イベントなどで配布、継続した検証を行う。 
※簡易TFP＝利用啓発を促す冊子を同封したアンケートを実
施し、行動変容の分析を行う。 

・特定地域におけるモビリティマネジメ
ントの実施 
(H29～H33実施) 

Ｂ 
平成29年度計画推進事業において簡易ＴＦＰの
実施を予定している。 
平成29年12月に実施中。 

③免許返納者の優遇 
・免許返納者への優遇措置の導入 
(H29～H33実施) 

Ａ 
平成29年４月から運転免許証自主返納等をした
市民を対象に２年間のバス無料乗車券を交付し
ている。 

平成29年度に開始した運転免許証自主返納等無料乗車券
制度(２年間のバス無料券)を継続して実施する。また、２年の
利用期間経過後も継続利用を促す積極的な施策や情報提
供を行う。 

④観光振興のための公共交通利用促
進策の実施 
・観光モデルルートの設定や市内バス
ツアーの実施 
(H29～H31検討)(H32～実施) 

Ｂ 
平成32年度の実施に向けて検討を行う。 
  

実施に向けて、市内の観光モデルルート設定を、コーちゃん
バスを上手に利用する会と協力して行う。 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 



事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 
①関係機関と連携した取り組み 
・市内商業施設と連携したバス到着ア
ナウンスの実施 
(H29～H32.9検討) 
(H32.10～実施) 

Ｂ 平成32年度の実施に向けて検討を行う。 実施に向けて、商業施設との調整を行う。 

②地域や企業、学校と連携した取り組
み 
・バス停周辺における環境整備、清掃、
緑化など 
(H29～H33実施) 

Ｂ 各種利用促進策を実施した。 

①バス停ベンチ等の設置はじめとする、地域住民との情報交
換や連携を強化する。 

②乗継利便性の案内チラシの配布や各種利用促進をはじめ、
継続して行う。 

・夏休み小学生50円バスの継続実施
【継続】 
・中学校卒業予定者を対象とした利用
啓発活動の継続実施等(H29～H33
実施) 

Ａ 
夏休み小学生50円バスをはじめ、各種利用促進
策を実施した。 

①より効果が上がるように、前もって情報提供するなど継続
して行う。 

②東三河地区との協力関係を継続する。 

③交通事業者と連携した取り組み 
・バスの日イベントでの啓発活動の実
施 等 
(H29～H33実施) 

Ａ 
交通事業者と協力して公共交通に関する利用啓
発を実施した。 

バスの日イベント等で交通事業者と啓発活動を協力して実施
している。今以上に市内の交通事業者との情報交換、利用
促進の連携・協力体制を強化していく。 

④コーちゃんバスを上手に利用する会
の取り組み 
・コーちゃんバスイメージアップの推進、
企画乗車券の企画 等(H29～H33実施
) 

Ａ 
小学生乗り方教室をはじめとする、利用促進策へ
の参加、改善点の提案を実施した。 

利用者目線での改善提案や利用促進活動を継続していく。(
利用促進の改善策で詳述) 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 



事業名：多様な主体による取り組み 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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事業内容 自己評価(効果達成状況) 
改善提案・ 

来年度に向けた取り組み 

湖西市地域公共交通会議の継続的開
催【継続】 

Ｂ 継続実施 継続して実施する。 

湖西市バス運行評価改善委員会の継
続的開催【継続】 

Ｂ 継続実施 継続して実施する。 

コーちゃんバスを上手に利用する会の
立ち上げ・継続的開催 

Ａ 
平成29年に立ち上げ、現在は２回開催、継続開
催する予定。 
  

継続して実施する。 

平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 



事業名：拠点内巡回・拠点アクセス（コーちゃんバス全般について） 

２.昨年度(平成２９年度)の評価と改善提案   評価期間(平成28年10月～平成29年9月) 
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平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 

一次評価（市自己評価） 改善提案・来年度に向けた取り組み 

評価できる点 

  

新居小学生の登下校便は、継続して利用されている。 

Ｂ 

免許証返納者への割引制度を積極的にPRすることを

含めて、利用者の減少を食い止めるための施策を展開

する。 

収支改善のために下り便の一部区間（西鷲津、本興寺前、湖西市民

会館）を降車専用とし効率的運行を図った。 

改善が必要な点 
免許証返納者への割引制度を積極的にPRすることを含めて、利用者

の減少を食い止めるための施策を展開する。 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス（コーちゃんバス各路線別評価について） 

白
須
賀
新
居
鷲
津
線 

一次評価（市自己評価） 改善提案・来年度に向けた取り組み 

評価できる点 

  

乗り継ぎやバス停が遠いなどの一部の交通が不便な地域において、

地域住民と地域フィーダーの検討を行い実証実験(デマンド型交通)を

実施する。 Ｂ 
冗長な路線であることから、地域住民の移動ニーズや

実態を把握し、路線改善(乗り継ぎなど)を行う。 

改善が必要な点 
冗長な路線であることから、地域住民の移動ニーズや実態を把握し、

路線改善(乗り継ぎなど)を行う必要がある。 

白
須
賀
鷲
津
線 

評価できる点 
平成28年度と比較して利用者が前年比９ .8％増加している。13,829人

→15,179人(+1,350人) 
Ｂ 

路線維持の基準を検討し、基準を満たさない場合について

は、改善策や効率的運行にむけた取組みを行う。 
改善が必要な点 － 
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平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス（コーちゃんバス各路線別評価について） 

白
須
賀
岡
崎
線 

一次評価（市自己評価） 改善提案・来年度に向けた取り組み 

評価できる点 

乗り継ぎやバス停が遠いなどの一部の交通が不便な地域において、

地域住民と地域フィーダーの検討を行い実証実験(デマンド型交通)を

実施する。 

Ｂ 
路線維持の基準を検討し、基準を満たさない場合につ

いては、改善策や効率的運行にむけた取組みを行う。 
平成28年度と比較して利用者が前年比11.7％増加している。9,874人

→11,027人(+1,153人) 

改善が必要な点 
白須賀元町地区からの新所原方面への移動のため、白須賀新居鷲

津線との接続を改善する必要がある。 

岡
崎
循
環
線 

評価できる点 
― 

  

Ｂ 

路線維持の基準を検討し、基準を満たさない場合に

ついては、改善策や効率的運行にむけた取組みを行う。 

知波田地区や入出地区からの病院利用が主目的で

あるため、早急に潜在的な需要を把握する。 改善が必要な点 

利用者は昨年度よりも更に減少。知波田地区や入出地区からの病院

利用が主目的であるため、早急に潜在的な需要を把握する必要があ

る。 

岡
崎
鷲
津
線 

評価できる点 
平成28年度と比較して利用者が前年比6.9％増加している。14,771人

→15,790(+1,019人) 路線全体を通して利用がある路線である。 
Ｂ 

路線維持の基準を検討し、基準を満たさない場合につ

いては、改善策や効率的運行にむけた取組みを行う。 
改善が必要な点 ― 
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平成２９年度湖西市バス運行評価改善報告書より 
 

※自己評価の三段階評価     A：事業が適切に実施・検討され、活動が認められる。  

                     B：事業が適切に実施・検討された。  

                                                C：事業が実施・検討されていない。 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス（コーちゃんバス各路線別評価について） 

知
波
田
鷲
津
線 

一次評価（市自己評価） 改善提案・来年度に向けた取り組み 

評価できる点 ＪＡ湖西北支店での乗り継ぎ環境が、継続、維持されている。 

Ｂ 
１便の通学以外の利用があまりない。ＪＲ鷲津駅への

通学通勤の利用ニーズを把握する必要がある。 

改善が必要な点 
１便の通学以外の利用があまりない。ＪＲ鷲津駅への通学通勤の利

用ニーズを把握する必要がある。 

鷲
津
循
環
線 

評価できる点 鷲津地区の住民の移動手段として利用されている。 

Ｂ 

東回りに比べ、西回りの利用状況がどの時間も概ね低

いのが目立つことから、利用者のニーズに基づいて、

運行ダイヤやルートの検討が必要である。 改善が必要な点 ― 

自
主
運
行
バ
ス 

浜
名
線 

評価できる点 

入出地区から鷲津地区への移動の手段として定着しており、路線の

維持のためコーちゃんバスへの移行を予定している。 

Ｂ 

コーちゃんバスへの移行に伴い、路線維持の基準を検

討し、基準を満たさない便については、改善策や便の

効率的運行に取組む。 

日ノ岡下の南交差点の乗り継ぎ時における安全確保のため、10月か

ら運行経路とバス停位置の変更を実施した。 

改善が必要な点 ― 
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事業名：拠点内巡回・拠点アクセス（①コーちゃんバス） 

・現行サービス水準での運行（継続） 
 利用状況については、資料1-3.1-4にて説明しま
す。 

・路線の再編   

 バス事業者と頻繁な協議、ＯＤ調査、利用者アン
ケートを行い、再編に向けて情報収集や検討を行っ
た。 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス 

（②自主運行バス浜名線） 

・現行サービス水準での運行（継続） 
 利用状況については、資料1-3.1-4にて説明しま
す。 

・路線の再編、運賃体系の見直し   

 平成３０年４月２日からコーちゃんバス（入出新所
鷲津線に移行し、運賃体系については、ほかのコー
ちゃんバスと同じゾーン制運賃を採用した。 

・運賃体系の見直し   

 運賃ゾーンの簡素化や均一運賃の導入、上限運
賃の設定など、わかりやすく利用しやすい運賃制度
への改善に向けてバス事業者と頻繁な協議、ＯＤ
調査、利用者アンケートを行い、運賃体系の見直し
に向けて情報収集や検討を行った。 
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事業名：地域フィーダー（①導入検討路線） 

・導入に向けた検討、実証実験 

 湖西市地域公共交通網形成計画、白須賀自治会からの要望を受け、デマ
ンド型交通の検討を行った。 

 他市が実施しているデマンド型交通の運行状況の情報収集や、白須賀自
治会との意見交換を行い、平成30年3月1日より白須賀第1.2.5.6自治会の
地域を対象に実証実験を開始した。また、8月1日から白須賀第3.4自治会を
含めた白須賀地区全域で実証実験を行っている。 

 利用促進策として、白須賀自治会の協力を得て、高齢者が集まる集会にて
概要説明及び寸劇を行いながら乗り方を伝える「乗り方教室」を実施した。ま
た、白須賀地区の民生委員へ概要説明を行い、啓発を依頼した。 

第1 第2 第3 第4 第5 第6 合 計 

対象世帯数 

（H30.9末） 
87世帯 252世帯 362世帯 409世帯 231世帯 133世帯 1,474世帯 

登録世帯数 

（H30.9末） 
46世帯 

(52.9%) 

55世帯 

(21.8％) 

52世帯 

(14.4％） 
47世帯 

(11.5％） 
63世帯 

(27.3％) 

36世帯 

(27.1％) 

299世帯 

(20.3％) 

対象者数 

（H30.9末） 
219人 616人 1,009人 1,123人 675人 362人 4,004人 

登録者数 

（H30.9末） 
96人 

(43.8％) 

119人 

(19.3％) 

120人 

(11.9％) 

84人 

(7.5％ 

141人 

(20.9％) 

65人 

(18.0％) 

625人 

(15.6％) 

利用者数 

（H30.9末） 
116人 172人 0人 36人 49人 220人 593人 
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事業名：乗継環境の整備 

（①乗り継ぎ拠点や主要なバス停の乗り継ぎ環境整備） 

・乗継拠点や地区拠点での乗継利便性の向上 

 車内やイベントにおいて乗継案内チラシを作成し
情報提供している。また、コーちゃんバスの乗り方
窓口対応や電話対応があった際には、最寄のバス
停や普段の外出先を聞き取り、ニーズに沿った利
用方法の提案も行っている。 

事業名：公共交通に関するわかりやすい 

情報を提供する事業 

(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・バス停（コーちゃんバス）の案内表示の多言語化
の実施 

 平成30年8月に、主要なバス停15箇所において
ローマ字表記を行った。 
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事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・公共交通マップの企画・作成・見直し 

 市内を運行する公共交通を網羅した公共交通マップを作成し公共交通の利用促進を図るため、平成30年4月2日
の改正に合わせ、コーちゃんバス時刻表に、①JR東海道本線（一部抜粋）②天竜浜名湖鉄道（一部抜粋）③遠鉄バ

ス浜名線（一部抜粋）の駅名及びバス停名並びに出発時間を追加した。また、コーちゃんバスの乗り継ぎができるバ
ス停を掲載し、わかりやすい運行情報・乗継情報の掲載を行った。 



３. 今年度(平成30年度)の施策実施状況・予定    評価期間(平成29年10月～平成30年9月) 

16 

事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・バス利用促進啓発ポスターの企画・作成・見直し 

 湖西市が行う事業に合わせて、利用促進を啓発したポスターや、コーちゃんバスの乗車状況をお知らせするととも
に乗車を促すポスターを以下のとおり作成した。また、市内の公共施設及びバスの車内、主要集客施設などで掲示、
配布した。また、9月6日、9月7日の早朝に鷲津駅及び新居駅にて、高校生の送迎を行う保護者に向けてチラシの配
布を行った。 

 



３. 今年度(平成30年度)の施策実施状況・予定    評価期間(平成29年10月～平成30年9月) 

17 

事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・バス利用促進啓発ポスターの企画・作成・見直し 

 乗車状況が芳しくない便を掲載したポスターを作成し、7月に車内広告や市ホームページに掲載し、コーちゃんバス
の利用促進を促した。その後の利用状況については、次ページに記載。 
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事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・バス利用促進啓発ポスターの企画・作成・見直し 

 ②コーちゃんバス、ピンチ!!の続き 

・今年度の評価基準で
の評価において、「鷲津
循環線西回り8：30発の

便」以外は全てＣ評価で
あった。 

 

・今後の予定について、
8月～11月の平均乗車
数が2人未満の場合は、

バス運行の見直しや運
行回数を減らすことを検
討していきます。 

 

 

 路線名 出発場所 終着場所 出発時間 
昨年度の 1 便あた

りの平均乗車数 
8月 9月 

8～9月

累計 

岡崎鷲津線 湖西病院 
浜名病院 16：45発 1.88人 2.00人 1.33人 1.71人 

新所原駅 18：10発 0.64人 1.96人 1.67人 1.83人 

知波田鷲津線 

知波田駅 湖西病院 14：10発 1.59人 1.65人 1.67人 1.66人 

横山会館 湖西病院 15：41発 1.33人 1.74人 1.39人 1.59人 

湖西病院 
横山会館 8：46発 1.32人 1.26人 2.28人 1.71人 

知波田駅 17：40発 1.65人 1.61人 2.33人 1.93人 

白須賀鷲津線 長谷西 湖西病院 17：03発 1.14人 1.30人 1.11人 1.22人 

白須賀岡崎線 浜名病院 
おんやど

白須賀 

16：00発 0.84人 0.57人 0.50人 0.54人 

17：04発 0.65人 0.74人 1.44人 1.05人 

岡崎循環線 
浜名病院発着 

（岡崎循環） 

15：25発 1.16人 1.35人 1.61人 1.46人 

18：00発 0.26人 0.22人 0.72人 0.44人 

鷲津循環線 

表鷲津 浜名湖電装 7：45発 0.50人 1.35人 2.00人 1.63人 

鷲津駅発着 

（西回り） 

8：30発 1.92人 2.61人 2.39人 2.51人 

11：15発 1.31人 1.30人 1.72人 1.48人 

12：00発 1.29人 1.22人 1.22人 1.22人 

15：00発 0.62人 1.26人 0.78人 1.04人 

16：05発 1.12人 1.43人 2.39人 1.85人 

17：30発 0.36人 1.13人 0.61人 0.90人 

18：15発 0.13人 0.26人 0.17人 0.22人 

鷲津駅発着 

（東回り） 

12：17発 1.95人 2.39人 1.89人 2.17人 

16：22発 0.84人 1.74人 1.83人 1.78人 

16：50発 1.14人 1.13人 0.83人 1.00人 

17：47発 0.45人 0.78人 0.33人 0.59人 
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事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

（②わかりやすい運行情報・乗継情報の提供） 

・拠点駅におけるバス乗り場の案内表示の設置 

 新所原駅南北自由通路の新設及び駅周辺整備に合わせて、新所原駅南
北それぞれの自由通路入り口に、バス乗り場を表示した案内図を設置した。
また、鷲津駅駅舎移転工事に合わせて、駅入り口に案内図を設置した。 

新所原駅北口  新所原駅南口   

鷲津駅   
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業 

（①公共交通の割引運賃の導入） 

・バスの1日乗り放題券等の企画乗車券の導入 

 市内を運行する公共交通運行事業者と共同で検討
したが、バスの1日乗り放題券の導入を断念した。し

かしながら、「コーちゃんバスを上手に利用する会」の
意見から、より実用性が高い「コーちゃんバス片道定
期券」を平成30年2月1日より販売した。（9月末現在：
10件） 

・小学生や高齢者を対象とした乗り方教室の開催 
バスなどを利用する機会の少ない児童が、乗り降り
の仕方やマナー、バスの大切さを知ってもらい、公共
交通に慣れ親しむため、小学生の学習の機会と連携
した乗り方教室を「コーちゃんバスを上手に利用する
会」の会と協力して、市内５ヶ所の小学校で実施した。 

また 9月30日(日)の「こさいふれあい広場」（福祉啓

発イベント）において、市内公共交通事業者（遠州鉄
道㈱、遠鉄タクシー㈱、浜松バス㈱、天浜線）と協力
して、市内の公共交通利用についてパンフレット配布、
バスの乗車体験、乗り方教室などの啓発活動を予定
していたが、「こさいふれあい広場」自体が天候不順
により中止となったため、バスの日イベントも中止とし
た。 

小学校2年生対象 乗り方教室  参加者  365人 

こさいふれあい広場 参加者  天候不順により中止 

事業名：公共交通の利用を誘導する事業 

（②モビリティマネジメントの実施） 
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業 

（②モビリティマネジメントの実施） 

・公共交通利用促進のための動機付け資料の作成  

 バスや鉄道などの公共交通に親しんでもらうとともに、安心・快適に利用してもらうため、
バスに関する啓発資料として、「クルマの使い方についてかんがえてみませんか？」の冊
子を企画・作成した。 

・特定地域におけるモビリティ・マネジメントの実施 

 バスに関する資料（コーちゃんバス時刻表、クルマ
の使い方について考えてみませんか？、お出かけプ
ラン例）を自主運行バス浜名線沿線に居住する住民
を対象に配布し、各種資料の効果や公共交通利用
の変化の有無などを把握するアンケート実施した。 

 また、実施内容については、平成30年3月16日に
開催された「平成29年度第4回地域公共交通会議」
へ報告を行った。 

【利用の変化（結果の一部抜粋）】 
■74歳以下の方は、今後は利用してみたい方が最も多い。 

■75歳以上の方の中には、新たに利用するようになった方が確認できる。 

■公共交通を利用する方に関しては、以前より増えた人や新たに利用するよう
になった人が30％程を占めており、利用が増加したことわかる。 

■公共交通を利用していない方に関しては、利用は増加していないが、今後利
用してみたいと回答する方が半数おり、利用に対して期待が伺える。 

■高頻度の自動車利用者に関しては、利用は増えてはいないが、今後利用して
みたい人が半数以上を占めており、公共交通への期待が伺える。 

■低頻度の自動車利用者に関しては、新たに利用するようになった人がおり、
その効果が確認できる。 

■自動車を利用しない方に関しては、以前より利用が増加した人がおり、その
効果が確認できる。 

■利用が増加した方に関しては、ほぼ毎日利用する方もいて、利用頻度が増加
していることがわかる。 

■新規に利用された方は、週に1～３回程度に利用頻度がかわっていることが
わかる。 
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業（③免許返納者の優遇） 

・免許返納者への優遇措置の導入  

 平成29年4月から、運転免許証の自主返納を促し、
公共交通機関の利用促進を図ることを目的として、
運転免許証を自主返納等した市民を対象に、公布し
た日から２年分のコーちゃんバス無料乗車券を発行
している。 
 発行する際には窓口にて、交付申請者の住居地や
生活状況の聞き取りを行い、交付申請者に合った利
用方法を案内している。また、高齢者「運転免許証返
納割引」など、運転免許証を自主返納された方の特
典・サービスも合わせて説明している。 

平成29年9月末時点申請者数：133人 （利用者 1,936人） 
平成30年9月末時点申請者数：318人 （利用者 7,528人） 
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事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 

（①関係機関と連携した取り組み）（②地域や企業、学校と連携した取り組み） 

・バス停オーナー制度の継続実施 

 平成25年4月から実施しているバス停オーナー制

度について、今年度も継続して実施した。なお、平成
30年4月から新規登録が2名あり、全部で20名となっ

た。今後も継続して事業を行っていく。 

・バス停周辺における環境整備、清掃、緑化等 

 「コーちゃんバスを上手に利用する会」からの提案
を受け、平成30年2月15日発行「広報こさい」にて

コーちゃんバスのバス停に設置するベンチの寄付を
呼び掛けたところ、現在2件の寄付をいただいた。い

ただいたベンチについては、「新所」及び「西湖西整
形外科」バス停へ設置した。 

・夏休み小学生50円バスの継続実施【継続】 

 小学生にコーちゃんバスの愛着と親しみを持っても
らうために、平成30年7月21(土）～平成30年8月
28(火)の夏休み期間中にプールや海での海水浴、街

への買い物などに出かけてもらうことを目的として、
毎年恒例となっている特別運賃割引き（小学生運賃
が1乗車50円)を実施した。 

（乗車件数：167件） 
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事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 

（②地域や企業、学校と連携した取り組み）（③交通事業者と連携した取り組み） 

・中学校卒業生予定者を対象とした利用啓発活動の
継続実施  等 

 市内中学校へ依頼し、利用啓発用チラシを配布し
た。 

・バスの日イベントでの啓発活動の実施  

 9月30日(日)の「こさいふれあい広場」（福祉啓発イ

ベント）において、市内公共交通事業者（遠州鉄道㈱、
遠鉄タクシー㈱、浜松バス㈱、天浜線）と協力して、
市内の公共交通利用についてパンフレット配布、バ
スの乗車体験、乗り方教室などの啓発活動を予定し
ていたが、「こさいふれあい広場」自体が天候不順に
より中止となったため、バスの日イベントも中止とした。 

 また、市内公立幼稚園
及びバス事業者のご協
力を得て、バス車内に塗
り絵を展示した「コーちゃ
んバス絵画展」を実施し
た。 
 市内6園の幼稚園年長
児に塗り絵を依頼し、出
来上がった絵を夏休み期
間中にバス車内へ展示
した。 
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事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業（④コーちゃんバスを上手に利用する会の取り組み） 

（コーちゃんバスを上手に利用する会の取り組み） 
・コーちゃんバスイメージアップの推進 

・企画乗車券の企画 等 

 湖西市地域公共交通網形成計画に掲げた基本方
針である「誰もが安全、安心、快適に移動できる交通
環境が充実した暮らしやすいまち」の実現に向けて
「コーちゃんバスを上手に利用する会」と行政の協働
で様々な活動を行った。 

（5/18.7/12 バス乗り

方教室にてバス乗車へ
の案内や説明） 

（11/25 あおぞらマーケットに

てコーちゃんバスクラフト作成
体験 ） （9/2 住まい暮らし展示会にて

コーちゃんバスクラフト作成・
コーちゃんバスぬりえ体験 ） 

（4/2 地域を限定し、かつ、県境を跨いだ
情報を掲載したオリジナル時刻表の作成） 
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事業名：多様な主体による取り組み 

・湖西市地域公共交通会議の継続的開催 

  

 12月22日（金） 10：00～ 平成29年度第3回 

  3月16日（金） 10：00～ 平成29年度第4回 

  6月26日（火） 10：00～ 平成30年度第1回 

  9月19日（水） 14：00～ 平成30年度第2回 

 

・湖西市バス運行評価改善委員会の継続的開催 

  

 10月18日（水） 13：30～ 平成29年度第1回 

 11月14日（火） 13：30～ 平成29年度第2回 

 12月13日（水） 10：00～ 平成29年度第3回 

  （昨年度の実施日） 

・コーちゃんバスを上手に利用する会の立ち上げ・継
続的開催 

 今年度においては、3回のボランティアミーティング

を開催し、意見交換や提案、今後の利用促進策の検
討を実施した。 

 12月27日（水） 13：30～ 平成29年度第3回 

  3月30日（木） 10：00～ 平成29年度第4回 

  7月  3日（火） 14：00～ 平成30年度第1回 

  9月27日（木） 14：00～ 平成30年度第2回 


